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──周作クラブ会報──

◆
第
９
回
遠
藤
周
作
学
会
全
国
大
会

　

研
究
発
表
・
講
演
の
お
知
ら
せ

日　
　

時　

９
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　

13
時
40
分
～
17
時
50
分

会　
　

場　

白
百
合
女
子
大
学
（
仙
川
駅
徒

歩
10
分
）１
号
館
４
階
１
４
０
１

教
室

研
究
発
表　

13
時
40
分
～
16
時
30
分（
①「
中

間
小
説
誌
」
の
時
代
に
お
け
る

遠
藤
周
作
②
「
日
本
の
沼
の
中

で
―
か
く
れ
切
支
丹
考
」
に
見

る
遠
藤
の
キ
リ
シ
タ
ン
理
解
③

『
女
』
に
込
め
ら
れ
た
永
遠
へ

の
眼
差
し
）

講
演
会　

16
時
40
分
～
17
時
40
分　

演
題

「
遠
藤
さ
ん
を
め
ぐ
る
ひ
よ
こ

の
思
い
出
」　

講
師　

ス
ー
ル

松
井
千
恵

懇
親
会　

18
時
～
（
11
号
館
カ
フ
ェ
テ
リ

ア
）
会
費
３
０
０
０
円

問
合
せ　

遠
藤
周
作
学
会
事
務
局

　
　
　
　
　

�

０
８
６-

２
２
７-

５
６
６
５

　
　
　
　
　

�yam
ane@

post.ndsu.ac.jp

※�

研
究
発
表
、
講
演
会
の
聴
講
は
無
料
で
、

途
中
参
加
も
可
能
。
懇
親
会
へ
の
参
加
希

望
者
は
、
８
月
中
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
江
東
文
学
サ
ロ
ン
・
遠
藤
周
作
の
世
界

　
「
作
家
か
ら
見
た
遠
藤
周
作
」

　

平
成
26
年
度
の
東
京
江
東
区
文
化
セ
ン

タ
ー
の
講
座
（
全
６
回
）
で
す
。
６
月
か

ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
が
、
残
る
２
回
は
９

月
に
開
催
さ
れ
ま
す
（
こ
れ
ま
で
の
講
師

は
加
賀
乙
彦
、
斎
藤
由
香
、
加
藤
宗
哉
、

富
岡
幸
一
郎
の
各
氏
）。

　

９
月
７
日
（
日
）

　
　

今
井
真
理「
遠
藤
周
作
の
エ
ッ
セ
イ
」

　

９
月
28
日
（
日
）

　
　

加
藤
宗
哉「
遠
藤
周
作
ワ
ー
ル
ド
の
広
さ
」

　

時　

間　

14
時
～
15
時
30
分

会　

場　

�

江
東
文
化
セ
ン
タ
ー
（
地
下
鉄

東
西
線
「
東
陽
町
駅
」
１
番
出

口
か
ら
徒
歩
５
分
）

問
合
せ　

�

江
東
文
化
セ
ン
タ
ー
（
萩
原
）

　
　
　
　
　

�

０
３-

３
６
４
４-

８
１
１
１

◆
遠
藤
周
作
の
新
刊
︵
新
書
︶

　
﹃
面
白
可
笑
し
く
こ
の
世
を
渡
れ
﹄

�

　
　
　

河
出
書
房
新
社　

７
６
０
円
＋
税

▽
行
く
先
々
の
珍
騒
動
、
笑
い
の
36
編
。

◆
遠
藤
周
作
・
関
連
図
書

　
「
肌
色
」
の
憂
鬱

　
　

︱
︱
近
代
日
本
の
人
種
体
験

　
　

眞
嶋
亜
有
著�

中
公
叢
書

　

ク
レ
ヨ
ン
や
色
鉛
筆
か
ら「
は
だ
い
ろ
」

が
消
え
て
久
し
い
が
、
本
書
は
「
肌
の
色

を
問
う
こ
と
は
日
本
の
近
代
を
問
う
こ

と
」
と
い
う
、新
鋭
の
初
め
て
の
文
化
論
。

比
較
文
化
を
専
門
と
す
る
著
者
は
こ
の
中

で
、「
西
洋
と
日
本
」
に
苦
闘
し
た
若
き

遠
藤
周
作
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
人
生
を
簡

明
に
記
し
な
が
ら
、『
ア
デ
ン
ま
で
』や『
黄

色
い
人
』
に
込
め
ら
れ
た
遠
藤
文
学
の

テ
ー
マ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。
新
鮮

な
観
点
と
、
静
か
な
文
章
が
目
を
惹
き
ま

す
。（
中
央
公
論
新
社
・
２
３
０
０
円
＋
税
）

◆
講
座
「
遠
藤
周
作
﹃
イ
エ
ス
の
生
涯
﹄﹃
死

海
の
ほ
と
り
﹄
を
読
む
」

日　

時　

10
月
８
日
、
11
月
12
日
、
12
月
10

日
（
水
）
14
時
45
分
～
16
時
15
分

場　

所　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

　
　
　
　
（
岡
山
駅
西
口
徒
歩
10
分
）

講　

師　

山
根
道
公

受
講
料　

３
回
２
１
０
０
円
（
学
生
半
額
）

申
込
み　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
事
務
室

　
　
　
　

�

０
８
６-

２
5
２-

７
０
４
５

　
　
　
　

�

０
８
６-

２
5
２-

７
０
４
４

　
　
　
　

�opc@
post.ndsu.ac.jp

内　

容　

実
感
を
も
っ
て
理
解
で
き
る
イ
エ

ス
像
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
か
、
読
み
解
き
ま
す
。�

◆
遠
藤
文
学
講
座
の
お
知
ら
せ

　

新
講
座
「﹃
侍
﹄
を
読
む
」

日　

時　

10
月
11
日
、
11
月
15
日
、
12
月
13

日
（
土
）
15
時
20
分
～
16
時
50
分

（
風
編
集
室
の
Ｈ
Ｐ
か
電
話
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
）

場　

所　

幼
き
イ
エ
ス
会

　
　
　
　

�

０
３-

３
２
６
１-

０
８
２
５

　
　
　
　
（
四
谷
駅
麹
町
口
前
）

講　

師　

山
根
道
公

受
講
料　

１
回
２
０
０
０
円
（
学
生
半
額
）

申
込
み　

風
編
集
室

�
�
�
�

 
 

０
８
６-

２
２
７-

５
６
６
５

　
　
　
　

�kazehensyuusitu

＠gm
ail.com

内　

容　
『
侍
』
を
、
史
実
と
の
関
係
、
自

伝
的
要
素
、
文
体
の
特
徴
、
日
本

人
と
キ
リ
ス
ト
教
等
の
問
題
を
考

察
し
な
が
ら
読
み
解
き
ま
す
。

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
広
島
講
座
「
遠
藤

周
作
﹃
沈
黙
﹄
を
読
む
パ
ー
ト
２
」

日　

時　

11
月
１
日
、
12
月
20
日
、
２
月
７

日
（
土
）
15
時
30
分
～
17
時
30
分

場　

所　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
広
島　

（
八
丁
堀
駅
徒
歩
７
分
）

講　

師　

山
根
道
公

受
講
料　

３
回
７
５
０
０
円
（
税
別
）

申
込
み　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
広
島

　
　
　
　

�
０
８
２-

２
４
２-

１
１
５
１

　
　
　
　

�

０
８
２-
２
４
２-

４
８
４
６

　
　
　
　

�kashiw
agi-keiko@nhkcul.co.jp

内　

容　
『
沈
黙
』
を
聖
書
と
の
関
係
、
歴

史
と
の
関
係
で
読
み
解
き
、
海
外

で
の
評
価
に
つ
い
て
触
れ
ま
す
。�

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
56
号

�

２
０
１
4
年
８
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

金
子　

コ
ウ

■
こ
の
号
の
編
集
者

岡
田
厚
美
、
一
田
佳
希
、
大
原
雄
、

近
藤
恭
弘　

高
木
香
織

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

�

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

�

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
２
１-

１
５
２
１

●
次
回
の
会
報
発
行
は
11
月
の
予
定
で
す
。

お
知
ら
せ

◆
編
集
後
記

▼
巻
頭
は
第
14
回
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
総
会
の
お
知

ら
せ
と
、
第
18
回
「
周
作
忌
」
の
ご
案
内
で
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
遠
藤
周
作
先
生
が
亡
く
な
ら
れ

て
18
年
、「
周
作
ク
ラ
ブ
」が
誕
生
し
て
14
年
が
経
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。「
会
報
」
は
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

発
足
と
同
時
に
出
さ
れ
、
以
後
年
４
回
発
行
さ
れ
、

56
号
の
本
号
に
至
っ
て
い
ま
す
。

▼
小
生
が
編
集
長
と
な
っ
た
の
は
第
６
号
か
ら
で

す
が
、
よ
く
ぞ
今
日
ま
で
、
三
ヵ
月
に
一
度
で
は

あ
り
ま
す
が
、
発
行
し
続
け
て
こ
ら
れ
た
も
の
と
、

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
出
し
続
け
て
こ
ら

れ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
、
副
編
集
長
の
金
子
コ
ウ

さ
ん
の
尽
力
と
、
編
集
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
協

力
に
よ
る
も
の
で
す
。

▼
そ
の
金
子
コ
ウ
さ
ん
が
、
本
号
を
も
っ
て
副
編

集
長
の
役
を
勇
退
さ
れ
ま
す
。
金
子
さ
ん
の
思
い

は
、
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

す
で
に
お
読
み
い
た
だ
い
た
か
と
思
い
ま
す
。
金

子
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

▼
な
お
小
生
も
こ
れ
を
機
に
、
そ
ろ
そ
ろ
引
退
を

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
会
を
や
め
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
出
来
る
限
り
の
協

力
は
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
共
会
員
の
皆
さ

ん
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。�

（
劔
）


